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Ⅰ. “Grow Beyond-2015” 
初年度の進捗
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“Grow Beyond-2015” 初年度進捗①
～為替・欧州ガラス事業回復遅れから減益のスタート～

Ⅰ.“Grow Beyond-2015” 初年度進捗

①ディスプレイ事業のコストダウン効果
を打ち消すアジア圏での円安進行

②ロシア経済の減速等による
欧州建築用ガラス事業の回復遅れ

想定との主な差異

※上記図は日本の会計基準ベース

【営業利益推移】
単位：億円
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“Grow Beyond-2015” 初年度進捗②
～各指標の推移～

Ⅰ.“Grow Beyond-2015” 初年度進捗

【財務目標】

【2020年の売上比率目標に対する進捗】

新興国

2012年
実績

20% 

環境関連 17%

新製品 11%

2013年
実績

24%

15%

12%

2020年
目標

30%

30%

30%

総額 2013年

設備投資

研究開発費

4,400億円

1,500億円

1,385億円

469億円

【設備投資・研究開発費】

目標 2013年

ＲＯＥ

Ｄ／Ｅ

12% 以上

0.5以下

1.6%

0.5

※上記数値は国際会計基準(IFRS)ベース
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Ⅱ. “Grow Beyond-2015” 
目標数値の見直し
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Ⅱ.“Grow Beyond-2015” 目標数値の見直し

成長基盤を強化・定着させる
～３つの戦略・事業ドメインは不変～

【事業ドメイン】

快適な
生活・空間領域

クリーン＆グリーンな
エネルギー領域

クリアな
映像・通信領域事業

ﾄﾞﾒｲﾝ

ガラス・化学・セラミックス技術

お 客 様

成長

AGCグループの総合力

【３つの戦略】

成長基盤の構築

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ問題に

技術力で貢献

第2のｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ

ガラス技術立社
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“Grow Beyond-2015” 見直し①
～成長分野への投資を厳選し継続～

研究開発費設備投資

中計期間中の累計設備投資額

中計期間中の累計減価償却額

案件を厳選し減価償却範囲内に テーマを絞り込み圧縮

Ⅱ.“Grow Beyond-2015” 目標数値の見直し

単位：億円 単位：億円

3,020
2,8002,840 2,800

'14-15見通し

(当初)

'14-15見通し

(今回)

1,000
900

'14-15見通し

(当初)

'14-15見通し

(今回)
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0%

5%

10%

15%

2013 2014e 短期 中期 2020e

“Grow Beyond-2015” 見直し②
～2020年にROE12%以上に～

ＲＯＥ

Ｄ／Ｅ

2015/12期
（当初目標）

12%以上

0.5以下

短期的目標

5%以上

0.5以下

中期的目標

8%以上

0.5以下

2020年
目標

12%以上

0.5以下

目標（当初）

目標（見直し後）

【ROE目標の推移イメージ】

Ⅱ.“Grow Beyond-2015” 目標数値の見直し

※上記数値は国際会計基準(IFRS)ベース
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Ⅲ. “Grow Beyond-2015” 
2014年以降の取り組み
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AGCグループにとっての2014年・2015年
～真に強いAGCグループの実現～

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

成長基盤を強化・定着させる

課題

業績を上昇ﾄﾚﾝﾄﾞに反転させる

“Grow Beyond-
2012”

“Grow Beyond-
2015”

2010 2011 2012 2013 2014 2015 ・・・ 2020 高収益・高成長の
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ優良企業
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2014年以降の重点課題

成長基盤を強化・定着させる

課題

業績を上昇ﾄﾚﾝﾄﾞに反転させる

重点課題

ガラス事業の収益改善

ディスプレイ事業 収益性低下への対応

全社的な体質強化

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み
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ガラス事業の収益改善

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

重点課題

ディスプレイ事業 収益性低下への対応

全社的な体質強化

最重点課題

欧州建築用・ソーラー用ガラス事業
の業績反転

北米建築用ガラス事業の業績反転

ガラス事業の収益改善
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11/3Q 11/4Q 12/1Q 12/2Q 12/3Q 12/4Q 13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q

売上高 営業利益

欧州建築用・ソーラー用ガラス事業の業績反転
～2014年は2012年レベルまで回復～

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

売上高
（億円）

営業利益
（億円）

固定費圧縮等（約50億円）、
構造改革施策を推進

欧州地域業績推移

欧州での構造改革進捗状況

11/3Q 11/4Q 12/1Q 12/2Q 12/3Q 12/4Q 13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q 14/1Q

最悪期を脱し改善

☆ｲﾀﾘｱ・ﾍﾞﾙｷﾞｰで窯を停止

☆ｵﾗﾝﾀﾞで窯を停止

☆ﾌﾗﾝｽで窯を停止

☆ｲﾀﾘｱ工場を閉鎖

☆間接部門300名人員削減発表

☆ﾍﾞﾙｷﾞｰ太陽電池用ｶﾊﾞｰｶﾞﾗｽ
生産停止を検討
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北米建築用ガラス事業の業績反転
～販売強化とコスト改善を継続～

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

北米建築用ガラス 営業利益推移イメージ

販売強化

コスト改善

2013年 2014年 2015年

コスト競争力のある生産体制に

高付加価値品・新製品の投入加速

住宅市場の取り込み

設備稼働の安定化、生産性の改善

加工拠点の統廃合など構造改革継続

地域集中戦略

収益改善策

'11 '12 '13 '14e '15e
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ディスプレイ事業 収益性低下への対応

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

重点課題

全社的な体質強化

ガラス事業の収益改善

ディスプレイ事業 収益性低下への対応
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ディスプレイ事業 収益性低下への対応
～成長市場で伸長、コストダウンを推進～

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

【液晶用ガラス基板 地域別需要】
百万㎡

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450
500

2012 '13 '14e '15e '16e
その他 中国

中国2013-2016年
CAGR:37%

出典：AGC

成長市場で伸長 コストダウンの推進

・中国市場
・中小型市場

・高効率設備による更なる生産性改善
・生産拠点の全体最適化推進

収益性の低下を最小限に止める

【ディスプレイ事業生産拠点】

市場全体 2013-2016年
CAGR:7%
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全社的な体質強化

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

重点課題

全社的な体質強化

ガラス事業の収益改善

ディスプレイ事業 収益性低下への対応
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全社的な体質強化
～2015年までに100億円を削減～

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

※コスト削減額は2013年比の効果額

開発 製造 営業物流 管理調達

全社横断的な効率化プロジェクト

２０１５年までに100億円※を削減
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2014年以降の重点課題

重点課題

新興国での事業強化

新製品の投入加速・拡販

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

成長基盤を強化・定着させる

課題

業績を上昇ﾄﾚﾝﾄﾞに反転させる

化学品事業の伸長
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新興国での事業強化
～積極的な投資により成長を確実に取り込む～

ガラス

電子

化学

2010 ‘11 ‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ’17～

【Grow Beyond 施策】

☆ﾌﾞﾗｼﾞﾙ投資決定
★フロート商業生産開始

☆ＴＦＴ中国拠点（昆山）設立を発表
★昆山 商業生産開始

☆メキシコ自動車ガラス投資決定
★商業生産開始

☆中国自動車ガラス増設決定
★中国商業生産開始

☆ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ電解能力増強を発表
★商業生産を開始

★自動車用ガラス商業生産開始

☆ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ電解・塩ビ能力増強を発表

★商業生産を開始
☆ﾍﾞﾄﾅﾑ塩ビ事業買収を発表

★買収完了、連結化

☆ＴＦＴ中国拠点（深ｾﾝ）設立を発表
★深ｾﾝ 商業生産開始

その他 ★東南アジア地域統括を設置

★深ｾﾝ ライン増設完了

2016年以降、
新興国投資の
収益貢献が

本格化

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

★タイ薄板ｿｰﾀﾞﾗｲﾑ用ﾌﾛｰﾄ商業生産開始
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0

500

1,000

2012 '13 '15計画

0

500

1,000

2012 '13 '15計画

新製品の投入加速・拡販
～各ドメイン新製品の収益化を加速～

快適な
生活・空間
領域

クリアな
映像・通信
領域

ｸﾘｰﾝ&ｸﾞﾘｰﾝな
ｴﾈﾙｷﾞｰ領域

2010 ‘11 ‘12 ‘13 ’14～

Grow Beyond 施策
Grow Beyond-2015

目標売上高

（億円）

（億円）

（億円）

☆電子用化学強化用特殊ｶﾞﾗｽDragontrailを発表

☆Lixilと窓事業JV設立

☆紫外線99%ｶｯﾄｶﾞﾗｽUVﾍﾞｰﾙPremiumシリーズを展開開始

☆国内省ｴﾈLow-Eガラス製造能力増強

☆化学強化ガラスLeoflexを
ソーラー用カバーガラスに展開

☆緑内障治療薬用医薬原体ﾀﾌﾙﾌﾟﾛｽﾄ能力増強

☆超低熱収縮AN Wizusを発表

☆0.1mm厚の超薄板ガラスを発表

☆超薄板積層技術を発表

☆医農薬中間体・原体の製造拠点を新設

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

0

500

1,000

2012 '13 '15計画

☆次世代の自動車用冷媒
1234yfの供給を発表
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新製品（化学強化ガラス）
～製品ラインアップ・販路の多様性を活かし成長～

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

ディスプレイ 多用途展開

・新興国ブランドを含め
35ブランド、220機種が採用

・より強度の高い新製品
Dragontrail Xを2014年1月に
上市

・輸送機器、ｿｰﾗｰ発電、建材
での展開を推進
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60%

40%

2016

化学品事業の伸長①
～アジアの高い成長率を確実に取り込む～

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

積極投資により
市場成長を取り込む

出典：AGC

タイ：苛性ソーダ

ベトナム：PVC

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：苛性ソーダ

東南ｱｼﾞｱ各国での市場ｼｪｱ

成長

(%) 【GDP成長率 推移見通し】

【東南アジアでの能力増強】

2012

出典：ＩＭＦ、2014年１月

2013 2014 2015

苛性ｿｰﾀﾞ

塩ビ

★ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ増強
苛性ソーダ 85万t/年体制に

★ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ増設
苛性ｿｰﾀﾞ
105万t/年体制に

★PMPC社買収
PVC 40万t/年体制に

★ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ増設
PVC 65万t/年体制に

東南ｱｼﾞｱ各国での能力増強

30%

70%

AGC
約

AGC
約

40%60%

AGC
約

0

1

2

3

4

5

6

7

'2012 '13e '14e '15e

先進国・地域 ASEAN-5
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化学品事業の伸長②
～高機能品を拡販～

Ⅲ.“Grow Beyond-2015” 2014年以降の取り組み

成長

高機能フッ素を成長の核に

高機能フッ素製品の拡販により
収益が伸長

【フッ素・スペシャリティ売上高推移】
（億円）

20%

80%
60%40%

高機能フッ素の市場シェア

【高機能フッ素採用商品イメージ】

50%50%

ETFE ETFEﾌｨﾙﾑ 撥水撥油剤

出典：AGC

AGC

AGC

AGC 約

約約

建築物・建造物

輸送機器

インフラ関連

0

500

1000

1500

2012 '13 '14e '15e

ライフサイエンス
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Ⅳ. 業績を反転させ成長軌道へ
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0

500

1000

1500

2000

2012年

実績

2013年

実績

2014年

見通し

2015年

目標

中期 中長期

中計期間中に業績を反転、成長軌道へ

Ⅳ.業績を反転させ成長軌道へ

営業利益イメージ

※上記はIFRSベース

【成長戦略】

成長基盤の構築

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ問題に

技術力で貢献

第2のｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ

ガラス技術立社

成長戦略を強化・定着し
収益化していく

（億円）
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配当方針

安定配当の継続を基本に、業績や将
来の投資計画等を総合的に勘案して
株主還元に努める

配当性向の目安：30％

配当方針
～従来と変わらず～

Ⅳ.業績を反転させ成長軌道へ

（円）

配当金額の推移

13 13 13 13
9

13 13 13

5
9

2010 '11 '12 '13e '14e

中間 年間



予測に関する注意事項

本資料は情報の提供を目的としており、本資料による何らかの行動を

勧誘するものではありません。本資料（業績計画を含む）は、現時点で

入手可能な信頼できる情報に基づいて当社が作成したものであります

が、リスクや不確実性を含んでおり、当社はその正確性・完全性に関

する責任を負いません。

 ご利用に際しては、ご自身の判断にてお願いいたします。本資料に記

載されている見通しや目標数値等に全面的に依存して投資判断を下

すことによって生じ得るいかなる損失に関しても、当社は責任を負いま

せん。

この資料の著作権は旭硝子株式会社に帰属します。
いかなる理由によっても、当社に許可無く資料を複製・配布することを禁じます。
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www.agc.com

問合わせ先：広報・ＩＲ室
Contact :Corporate Communications & Investor Relations

E-mail  : investor-relations@agc.com
T E L   : +81-(0)3-3218-5096
F A X   : +81-(0)3-3201-5390

〒100-8405
東京都千代田区丸の内一丁目５番１号
新丸の内ビルディング
Shin-Marunouchi Bldg., 1-5-1 Marunouchi Chiyoda-ku,
Tokyo 100-8405 Japan
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